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遊芸の宴
６p

上田城千本桜まつり
開催に伴うご注意

ライト
アップ
７p

千本桜
俳句会
10p

臨時観光案内所
　上田観光ボランティアガイドの
会やEGG（English Guide Group）会
員が、公園内や市内の観光スポッ
トの案内、観光マップなどの配布
を行います。
●日時　４月５日㈪～18日㈰
　　　　午前10時～午後４時
●場所　上田市民会館駐車場
　　　　特設テント

おもてなしコーナー
赤ちゃんステーション
　観光会館２階を無料休憩所とし
て、そば茶を提供。授乳やおむつ
替えもできます。
●日時　４月５日㈪～25日㈰
　　　　午前９時～午後８時
●場所　観光会館２階

　 観光課　TEL23・5408　 商工課　TEL23・5395（観光物産展＆そば祭）

関連イベントへ
（８p） ➡

みこし奉納
（上田神

み

輿
こし

協議会）
　満開の桜のもと、みこし奉
納が行われます。
●日時　４月11日㈰
　　　　正午より宮出し
●場所　上田城跡公園周辺

上田真田
まつり
５p

企画展
８p



シャッターマン
甲冑隊

子ども十勇士隊
７p

城灯り
の景
４p

観光物産展＆そば祭
　上田地域の地場産品を数多く取りそろえ、にぎ
やかに展示即売、調理販売します。また、地域を
代表する食の一つ信州そばの出店があります。
●日時　４月５日㈪～18日㈰
　　　　午前10時～午後４時
●場所　上田市民会館駐車場
　　　　上田城跡公園管理事務所前

ふるまい鍋
　信州みそを使用した、きのこ汁などをおふ
るまい。マイはし・おわんの持参にご協力く
ださい。
●日時　４月５日㈪～18日㈰
　　　　午前10時～午後４時
●場所　上田城跡公園管理事務所前

第６回桜コンサート
　市内中学校の吹奏楽部によ
る演奏会です（雨天中止）。
●日時　４月18日㈰
　　　　午前９時～10時30分
　　　　（予定）
●場所　上田城跡公園芝生広場

2010上田城千本桜まつり
上田城跡公園内イベント案内

上田城
太鼓まつり
８p
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上
田
城
と
大
阪
城
の
友
好
城
郭
提
携

を
記
念
し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
上
田

城
跡
公
園
で
開
催
し
て
い
る「
上
田
城 

城
灯
り
の
景
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

大
手
町
通
り
か
ら
上
田
城
跡
公
園
、
野

球
場
に
か
け
て
、
約
１
万
２
０
０
０
本

の
行あ
ん

灯ど
ん（
ろ
う
そ
く
）を
並
べ
、
華
麗
で

幻
想
的
な
世
界
を
演
出
す
る「
灯
」の
祭

典
、
そ
し
て「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」の

澄
ん
だ
音
色
と
、「
三
代
目
コ
ロ
ム
ビ

ア
・
ロ
ー
ズ
」の
心
に
染
み
る
歌
声
と

が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
・「
響
」の
祭
典

に
よ
り
、
上
田
城
の
春
の
一
夜
に
彩
り

が
加
わ
る
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

４
月
10
日
㈯　

少
雨
決
行

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
野
球
場
、
上

田
城
跡
公
園
か
ら
大
手
町
通
り（
一

冨
士
跡
地
）ま
で

●
点
灯
式　

午
後
６
時
30
分
〜

●
ミ
ニ
ラ
イ
ブ　

午
後
７
時
〜

　
（
い
ず
れ
も
上
田
城
跡
公
園
野
球
場
）

　

秘
書
課　

TEL
22
・
３
４
３
５

　
　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

第２回「上田城 城
しろ

灯
あか

りの景
え

」

TSUKEMEN
　２本のヴァイオリン（TAIRIKU×KENTA）とピアノ（SUGURU）により、人々に
エネルギーを与える『チャージ系』アンサンブル・ユニット。
　しなやかでありながら力強く情熱的に、さわやかでありながら大胆で刺激的
なハーモニーを奏でる。
　2009年１月28日発売のファーストアルバム「序奏～プロローグ～」をひっさ
げ、昨年４月の「第１回上田城 城灯りの景」で信州上田初登場。今春３月24日
には「BASARA」でメジャーデビューを果たし、これからの活躍が期待される。

三代目コロムビア・ローズ
　作曲家 水森英夫氏に師事し、2004年６月23日「出航五分前」でデビュー。
　2009年11月４日、７作目の作品として、信州上田を舞台とした大人のラブストー
リー「城下町ブルース」をリリース。“北向観音”や“別所線”、“千曲川”など上田の情
景がふんだんに盛り込まれている。
　同年11月８日、「信州上田－歌と愛を紬（つむ
ぐ）－大使」に任命。上田紬を身にまとい、全国
で信州上田のPR活動を行っていただいている。
今冬のNHK紅白歌合戦出場を目標に活動中。

〜「
灯ひ
か
り

」と「
響お
と

」の
祭
典
〜～あなたの願いを込めて～「行灯にメッセージを書いてみませんか」

当日（４月10日）上田市役所正面玄関で午後２時から６時まで受け付けます。

４月
10日
㈯

上田城千本桜まつり
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第
28
回
上
田
真
田
ま
つ
り

●
日
時　

４
月
17
日
㈯
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
陸
上
競
技

場
、中
心
市
街
地
、上
田
駅
お
城
口

【
真
田
神
社
】

午
前
10
時
20
分
〜
10
時
50
分

◆
真
田
街
道
推
進
機
構
設
立
式

　

真
田
三
代
が
統
治
し
た
地
域
が
協

力
し
、
広
域
的
な
観
光
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
上
田
市
と
群

馬
県
内
の
11
自
治
体
が
真
田
街
道

推
進
機
構
を
設
立
し
ま
す
。

【
上
田
城
跡
公
園
陸
上
競
技
場
】

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
10
分

　

の
ろ
し（
太
郎
山
）、
獅し

子し

舞（
房

山
獅
子
）、
市
内
和
太
鼓
団
体
に

よ
る
勇
壮
な
合
同
演
奏
、
信
州
真

田
鉄
砲
隊
演
武
、
真
田
武
者
行
列

出
発（
幸
隆
隊
、
昌
幸
隊
、
幸
村

隊
）／
陸
上
競
技
場
↓
城
跡
公
園

（
櫓や
ぐ
ら

門
、
市
民
会
館
駐
車
場
）↓
大

手
町
↓
中
央
交
差
点
↓（
各
隊
別

に
原
町
、
海
野
町
、
松
尾
町
へ
）

↓
中
央
交
差
点

【
中
央
商
店
街
】

午
前
10
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

真
田
十
勇
士
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
の

披
露
、
真
田
み
こ
し
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
、
民
踊
流
し
、
江
戸
芸
か
っ

ぽ
れ
、
各
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
、
真

田
軍
VS
徳
川
軍
に
よ
る
決
戦
劇
、

上
田
城
三
の
丸
帰
陣
の
儀
、
帰
陣

太
鼓

【
大
手
町
三
丁
目
の
夕
日
ゾ
ー
ン
】

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　

忍
者
鍋
お
振
舞
い
、
苗
と
種
の
無

料
配
布
、
上
田
真
田
楽
市
楽
座
、

こ
ど
も
広
場
／
昭
和
の
遊
び（
め

ん
こ
、
折
り
紙
な
ど
）、

物
販（
上
田
紬つ
む
ぎ

箸は
し

袋
、
真

田
グ
ッ
ズ
、
特
産
品
な
ど
）

【
上
田
駅
お
城
口
】

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

ま
つ
り
案
内
所
、
太
鼓
演
奏

注
）ま
つ
り
の
内
容
は
一
部
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

陸
上
競
技
場
で
は
、
鉄
砲
隊
の
演

武
の
際
、
大
き
な
音
が
し
ま
す
の

で
、
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
上
田
駅
お
城
口
駅
前
広
場
一
般
乗

降
場
駐
車
場
は
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
営
お
城
口
第
１
・
２
駐
車
場（
30

分
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

４月
17日
㈯

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」の

幸
村
役
・
城
田
優
さ
ん
が

真
田
ま
つ
り
に
特
別
出
演
。

原町

海野町

松尾町

観光会館

ふれあい
福祉センター

●
上
田
城
跡
公
園

真田軍VS徳川軍
による決戦劇

中央３丁目

大手 1・2丁目

中央１丁目

海野町・横町

　　大手１・２丁目交差点～海野町・横町交差点
　　中央３丁目交差点～中央１丁目交差点 11:00～15:00

　　上田駅お城口ロータリー内パーキング使用不可 10:00～16:00

■交通規制
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地
元
の
文
化
団
体
が
中
心
と
な

り
、「
桜
」や「
城
」な
ど
を
テ
ー
マ
に

演
奏
や
舞
台
を
披
露
し
、
千
本
桜
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
春
の
宴
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
、
11
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
６
時（
い
ず
れ
も
予
定
）

千
本
桜
ま
つ
り「
遊
芸
の
宴
」

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
内
特
設
野

外
ス
テ
ー
ジ（
上
田
市
民
会
館
駐

車
場
内
）、
雨
天
の
場
合
は
市
民

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

●
出
演
団
体

10
日
㈯
／
上
田
民
踊
連
合
会（
花
柳

社
中
、
竹
の
子
会
、
近
藤
社
中
、

瑞
穂
社
中
、
舞
楽
会
、
滝
沢
社

中
）、
長
野
二
胡
楽
友
会
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

剣
扇
塾
、
上
田
創
作
舞
踊

研
究
塾
・
上
田
染
谷
丘
高

校
舞
踊
班
、
音
楽
村
オ
カ

リ
ナ
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
長
野

医
療
衛
生
専
門
学
校 
音
楽

療
法
士
学
科
、
ア
ロ
ハ 
フ

ラ 

ラ
キ
、
劇
団
Ａ
Ｃ
Ｔ 

Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ａ
．Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｚ
、
籟
洲
流 

籟
風
会
、
ビ
ー
ム
ア
ク

タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル 

上
田

校
、
フ
ラ
メ
ン
コ
サ
ー

ク
ル 

Ｅ
ｌ 

ｔ
ｉ
ｅ
ｍ

ｐ
ｏ
、
聖
風
流 

上
田

吟
道
会
、
信
州
音
楽

村
水
仙
ハ
ー
モ
ニ
ー
、

藤
華
久
三
社
中
、
Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ

－

Ｓ
ｐ
ｉ

ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
、撥
音
会
、

籟
洲
流 

六
鳴
会
、
梅
后
流 

江
戸

芸
か
っ
ぽ
れ
信
州
上
田
道
場

11
日
㈰
／
浅
間
雅
楽
会
、
文
化
筝
丸

子
、
フ
ラ
・
プ
ル
メ
リ
ア
、
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｄ
Ｃ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

つ
み
き
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
・

ス
マ
イ
ル
ボ
ン
バ
ー
、
上
小
三
曲

協
会
、
上
田
民
踊
連
合
会（
舞
楽

会
、
深
山
流
、
寿
扇
会
、
豊
升
会
）、

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｇ
Ｘ
、
パ
ド
ル
体
操 

海

野
町
教
室
、
Ｃ
ａ
ｐ
ｏ
ｅ
ｉ
ｒ
ａ

（
Ａ
Ｃ
Ｍ
）モ
ビ
ィ
メ
ン
ト
、
長
野

国
際
ゴ
ス
ペ
ル
フ
ェ
ス
タ 

上
田

ス
マ
イ
ル
、
上
田
市
民
謡
連
盟 

三
藤
会
、
竹
韻
乃
會
、
ス
タ
ジ
オ

Ｊ
Ｏ
Ｙ
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
、
ウ

ル
プ
ア
寺
沢
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
、
Ｄ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ 

舞
ド
リ
ー

ム
、
信
濃
き
も
の
総
合
学
院
、
Ｕ

Ｅ
Ｄ
Ａ 
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
、

宇
田
川
元
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

　
（
出
演
順
・
予
定
）

※
出
演
団
体
及
び
出
演
日
に
つ
い
て

は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

文
化
振
興
課

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

�



上田城千本桜ライトアップ
　世界的照明デザイナーの石井幹

もと
子
こ
氏による、「上田城千本桜ライト

アップ」。夜空に幻想的に浮かび上がる上田城千本桜。昼間の豪華絢
けん
爛
らん

さと夜の幻想的な雰囲気との対比をお楽しみください。
●日時　４月５日㈪～ 25日㈰の日没（午後６時ごろ）～午後11時
　　　　※開花状況によって変更する場合があります。
●場所　二の丸橋、東虎口櫓

やぐら

門、内堀周辺、ケヤキ並木遊歩道
　 観光課　TEL23・5408

上田の新名所となった幻想的な上田城千本桜ライトアップ

上田観光ボランティア
元祖 シャッターマン
　櫓門前や本丸など城跡公園内にシャッターマ
ンが登場し、観光客へ写真撮影のボランティア
を行います。旅の思い出に一枚記念撮影はいか
がですか？

上田城甲冑隊
信州上田子ども十勇士隊
　紙で作った甲

かっ
冑
ちゅう
をまとう「上田城甲冑隊」「信

州上田子ども十勇士隊」が、櫓門前に登場し観
光客や市民の記念撮影に応じます。戦国ロマン
があふれる上田城跡で、記念撮影はいかがです
か？
●期間　４月５日㈪～18日㈰のうち土日（予定）
　 観光課　TEL23・5408

上田城千本桜まつり
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企
画
展

「
仙
石
家
関
連
資
料
展
」

　

仙
石
家
ゆ
か
り
の
什
器
・
衣
類
・

古
文
書
な
ど
を
初
公
開
し
ま
す
。

●
会
期　

４
月
３
日
㈯
〜
５
月
16
日

㈰
、
無
休

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
ま
で（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
高
大

学
生
１
８
０
円
・
小
中
学
生
60
円
、

市
内
の
高
校
生
以
下
は
無
料

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
内　

上
田

市
立
博
物
館

●
展
示
説
明
会　

４
月
17
日
㈯
、
５

月
１
日
㈯
の
午
後
１
時
30
分
〜

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

春
の
企
画
展

「
三
吉
慎
蔵
と
親
友 

坂
本
龍
馬
」

　

三
吉
家
に
伝
わ
る
坂
本
龍
馬
と
慎

蔵
ゆ
か
り
の
貴
重
な
資
料
大
公
開
！

●
開
催
日
時　

４
月
３
日
㈯
〜
６

月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
入
館
は
５
時
30
分
ま
で
）

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円
、
高

大
学
生
２
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円（
市
内
高
校
生
以
下
無

料
、
団
体
割
引
有
り
）

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

う
え
だ
の
四
季
写
真
展

　

平
成
21
年
度「
う
え
だ
の
四
季
」写

真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
展
示
し

ま
す（
入
場
無
料
）。

●
日
時　

４
月
５
日
㈪
〜
25
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

旧
石
井
鶴
三
美
術
館

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

百
人
の
手
作
り
雛
と

つ
る
し
飾
り

　

信
州
上
田
雛ひ
な

の
会
の
、
つ
る
し
飾

り
も
今
年
で
８
年
目
。
か
つ
て
江
戸

時
代
に
上
田
地
方
に
、
初
節
句
を
迎

え
た
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
幸

せ
を
願
い
、
つ
る
し
飾
り
を
贈
る
風

習
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
場

所
で
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

●
日
時　

４
月
８
日
㈭
〜
18
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

河
合
邸（
上
田
城
跡
公
園

前
）、
ほ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル（
原
町
）

　

上
田
市
商
店
会
連
合
会

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　

信
州
上
田
雛
の
会

　
　

TEL
24
・
２
４
１
５

幸
村
市

　

真
田
氏
関
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

の
販
売
、
商
店
街
各
店
の
特
別
出

店
、
地
元
産
品
販
売
な
ど
を
行
い
ま

す
。
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
甥お
い

・
奥
村

慎
也
さ
ん
に
よ
る
、
商
店
街
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
真
田
幸
丸
」の
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
の
披
露
。

●
日
時　

４
月
17
日
㈯
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

真
田
大
手
門
広
場（
一
冨

士
跡
地
）

　

う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会

　
　

TEL
25
・
２
１
１
９

真
田
市

　

地
元
産
を
中
心
と
し
た
、
新
鮮
野

菜
市
。

●
日
時　

４
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時

●
場
所　

原
町
ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い

広
場（
平
林
堂
書
店
と
な
り
）

　

う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会

　
　

TEL
25
・
２
１
１
０

戦
国
居
酒
屋

信
州
上
田「
原
町
の
陣
」

●
期
日　

４
月
17
日
㈯
午
後
５
時
〜

７
時

●
場
所　

原
町
ま
ち
な
か
ふ
れ
あ
い

広
場

●
内
容　

戦
国
居
酒
屋

●
参
加
費　

一
人
２
０
０
０
円（
当

日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）。

●
申
し
込
み　

４
月
１
日
㈭
〜
10
日

㈯（
当
日
消
印
有
効
）に
参
加
人

数
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
明
記

し
、
往
復
は
が
き（
１
枚
に
つ
き

５
名
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

で
う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会

へ
。
未
成
年
者
は
、
保
護
者
同
伴

で
参
加
可
。

　

う
え
だ
原
町
一
番
街
商
店
会

（
〒
３
８
６

－

０
０
１
２
中
央
３

－

３

－

18
）（
担
当
／
中
村
）

　

TEL
０
９
０
・
３
１
４
２
・
３
２
８
１

上
田
城
太
鼓
ま
つ
り

　

上
田
市
内
の
和
太
鼓
団
体
を
中
心

に
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム（
18
歳
以
下
）

が
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
４
時（
予
定
、
少
雨
決
行
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
芝
生
広
場

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

千
本
桜
ま
つ
り
関
連
イ
ベ
ン
ト

「上田城千本桜」で上田ブランド商品を開発してみませんか？
　市所有の商標「上田城千本桜」を活用し、和菓子・洋菓子・地酒・お茶などの製品（商品）の開発を推進しています。
部類は以下のとおりです。商標「上田城千本桜」を使って、上田ブランド商品を開発しましょう。
●部類・第30類（茶、和菓子、洋菓子、パン、調味料）・第32類（ビール、清涼飲料水、果実飲料）
　　　・第33類（日本酒、洋酒、果実酒）・第42類（ロゴデザインの考案）
●申請方法　商標使用申請と申込方法は、観光課までお問い合わせください。
●使用料　商標使用料は発生しません。
　 観光課　TEL23・5408

昨年の幸村市の様子

上田城千本桜まつり
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真田三代＆真田十勇士
大旗・紹介看板でおもてなし
　真田三代と真田十勇士デザインの大旗、武将の
紹介看板を設置し、皆さんをおもてなしします。
●期間　４月５日㈪～25日㈰
●場所　大旗／大手町通りと上田城跡駐車場、
　　　　紹介看板／大手町通り
　 観光課　TEL23・5408

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金(

納
税)

制
度
と
は

　

自
治
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
、
寄
附
金

額
の
う
ち
５
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、
現
在
お
住
ま
い
の
自
治
体

の
個
人
住
民
税
と
、
所
得
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
メ
ニ
ュ
ー

　

上
田
市
で
は
、
寄
附
金
の
使
い
道
と
し

て
次
の
六
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定
し
、

皆
様
か
ら
の
寄
附
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

Ａ　

夢
に
向
か
っ
て
！

　
　
「
上
田
城
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

Ｂ　

菅
平
高
原
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
！

　
　
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
推
進
事
業
」

Ｃ　

が
ん
ば
れ
子
ど
も
た
ち
！
学
び
舎
応
援

　
　
「
学
校
教
育
活
動
支
援
事
業
」

Ｄ　

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
私
の
故
郷

　
　
「
上
田
の
原
風
景
保
全
整
備
事
業
」

Ｅ　

文
化
芸
術
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
拠
点

　

の
整
備
に
向
け
て

　
　
「
交
流
・
文
化
施
設
整
備
事
業
」

Ｆ　

市
長
に
お
ま
か
せ
！

●
寄
附
の
手
続
き

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
寄
附
申
出
書（
政
策
企
画
課
に
あ

り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

市
役
所
政
策
企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
出
書
受
付
後
、
納
付
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
お
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

　

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
期
間
中
、
上
田

城
の
早
期
復
元
に
向
け
、
募
金
を
実
施
し

ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
上
田
城
が
復
元
で
き
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
時　

４
月
５
日
㈪
〜
25
日
㈰
本

部
テ
ン
ト
開
設
中

●
実
施
場
所　

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
本

部
テ
ン
ト
内（
上
田
市
民
会
館
駐
車
場
）

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
２

　
　

政
策
企
画
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

正保４年（1647年）上田城絵図
現存する最古の資料

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金(

納
税)

」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

上
田
城
の
早
期
復
元
に
向
け
た「
募
金
」を
実
施
し
ま
す
！

�



信広寺のしだれ桜（下武石）
　信広寺しだれ桜は、今から約120年前、時の住
職が植えたと伝えられる桜で、この地方では珍
しい大木です。目通りの幹周りは約３ｍ、樹高は
約15ｍあり、武石地域では最も大きいしだれ桜
です。
●見ごろ　４月中旬～下旬
　 産業観光課　TEL85・2828

　

上
田
市
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
俳

人
で
俳
句
の
改
革
と
上
田
の
庶
民
文

化
を
高
め
た
加か

舎や

白し
ら

雄お

を
生
み
、
彼

が
育
て
た
豊
か
な
俳
句
文
化
が
今
も

息
づ
い
て
い
ま
す
。
俳
句
と
い
う
日

本
独
自
の
文
学
に
気
軽
に
触
れ
、
上

田
の
自
然
や
文
化
に
よ
り
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
上
田
城
が
桜
で
美
し

く
彩
ら
れ
る
季
節
に
あ
わ
せ
て
俳
句

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
感

じ
た
こ
と
を
俳
句
に
し
て
投と
う

函か
ん

し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

●
投
句
期
間　

４
月
５
日
㈪
〜
25
日
㈰

●
テ
ー
マ　
「
城
」、「
桜
」

●
投
句
料　

無
料

●
投
句
数　

一
人
五
句
ま
で

●
特
別
選
者　

黛ま
ゆ
ず
み

執し
ゅ
う（「
春
野
」主
宰
）

●
選
者　

板
垣
峰
水
、
内
川
伝
夫
、

上
沢
樹
實
人
、
加
村
維
麻
、
桑
原

宏
雄（
50
音
順
・
敬
称
略
）

●
投
句
方
法

①
応
募
用
紙
付
チ
ラ
シ
に
よ
る
投
句

（
上
田
城
跡
公
園（
櫓や
ぐ
ら

門
付
近
、
臨

時
観
光
案
内
所
、
博
物
館
、
加
舎

白
雄
句
碑
前
）、
観
光
会
館
、
上

田
城
跡
駐
車
場
、
新
幹
線
上
田
駅

観
光
案
内
所
、
上
田
市
役
所
本
庁

舎
、
上
田
市
教
育
委
員
会
、
岡
崎

酒
造
前（
柳
町
）、
長
野
医
療
衛
生

専
門
学
校
前（
原
町
）、
池
波
正
太

郎
真
田
太
平
記
館
、
真
田
氏
歴
史

館
、
中
央
公
民
館
、
丸
子
文
化
会

館
、
真
田
中
央
公
民
館
、
武
石
公

民
館
、
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て
い

る
投
句
箱
へ
投
函
）

②
は
が
き
、
封
書
に
よ
る
投
句

③
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
投
句

●
受
賞
句
の
発
表
、
授
賞
式　

５
月

30
日
㈰
上
田
市
民
会
館
２
階
大
会

議
室（
予
定
）

●
公
表　

①
入
選
作
品（
佳
作
含
む
）

を
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
内

公
民
館
な
ど
へ
掲
出
。
②
受
賞
作

品（
佳
作
は
含
ま
な
い
）に
講
評
を

付
し
た
も
の
を
授
賞
式
等
で
配

布
。
③
受
賞
作
品
一
覧
を
広
報
う

え
だ
と
別
所
線
の
中
吊づ

り
広
告
と

し
て
掲
出（
予
定
）。

　

文
化
振
興
課

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

２
０
１
０
年

さ
く
ら
吟
行
会

●
日
時　

４
月
11
日
㈰
受
付
／
午
前

10
時
30
分
〜
、
投
句
締
め
切
り
／

午
前
11
時
30
分
、
句
会
／
午
後
1

時
20
分
〜

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
２
階
大
会

議
室

●
投
句　

当
日
句
の
み

●
投
句
料　

三
句
一
組
１
０
０
０
円

●
賞　

さ
く
ら
吟
行
会
賞
、
上
田
市

長
賞
、
選
者
特
選
賞
ほ
か

　

加
舎
白
雄
顕
彰
保
存
会
事
務
局

　
　
（
成
田
）　

TEL
23
・
３
８
０
０

上
田
城
千
本
桜
俳
句
会

特別選者の黛執さん

市内の桜の名所

別所温泉駅の桜
　JR、しなの鉄道上田駅から上田電鉄別所線
で約 30 分。信州の鎌倉・別所温泉の入口にあ
る別所温泉駅では、４月下旬に桜が見ごろを迎
えます。
●見ごろ　４月下旬
　 観光課　TEL23・5408

上田城千本桜まつり
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依田川の桜堤防（上丸子）
　依田川堤防沿いの桜並木は、覆い茂る枝がまるで桜のトンネ
ル。春の風に吹かれながら500ｍほど続く並木道を散策すると、
懐かしい丸子軽便鉄道時代の電気機関車が展示されています。
そして、この時期には川幅いっぱいに 100 匹の鯉

こい

のぼりが泳ぎ
ます。
●見ごろ　４月中旬～下旬
　 産業観光課　TEL42・1048

長谷寺のしだれ桜（真田町長）
　真田幸隆が開山した真田氏の菩

ぼ
提
だい
寺
じ
。境内には、幸隆夫妻と昌

幸の墓があります。六文銭が刻まれた石門や、これを覆うように
咲くシダレザクラが見どころです。
●見ごろ　４月下旬～５月上旬
　 産業観光課　TEL72・2204

龍洞山宝蔵寺 岩谷堂の桜（御嶽堂）
　依田川畔の断崖に建つ朱塗りの山寺。春には桜（100
本）、花桃（50本）、つつじ（300本）が咲き誇る、地域の名所。
樹齢800年を超える名木「義仲桜」があります。信濃三十三
観音霊場、中部四十九薬師霊場の札所でもあり、木曽義仲
が戦勝を祈願したといわれています。
　桜が見ごろを迎える４月中旬～下旬には、地元有志の
木曽義仲信州丸子会によるライトアップも行われます。
●見ごろ　４月中旬～下旬
　 産業観光課　TEL42・1048

信綱寺の桜（真田町長）
　創建は室町期で、その後、真田昌幸が長兄信綱の位

い
牌
はい
所とし

ました。真田信綱夫妻の墓があります。４月中旬～下旬、真田
氏ゆかりの信綱寺の黒門の桜が見ごろを迎えます。
●見ごろ　４月中旬～下旬
　 産業観光課　TEL72・2204

��



7億4,585万円（1.2％）

市の全般的な事務のために

福祉や子育て事業のために

ごみ処理や健康づくりなど
のために

農業・林業の振興のために

商工観光業の振興のために

道路や河川などの整備のた
めに

防災・消火・救急のために

子どもたちの教育などのた
めに

借りたお金の返済のために

議会費・労働費・予備費

特別会計 約298億円 ★特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にする
ために一般会計と分けて整理する会計です。

事業名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 増減率（％） 事業のあらまし

土地取得事業 12億5,000万円 4億円 8億5,000万円 212.5 土地の取得に関する事業
塩田有線放送電話事業 3,694万円 3,704万円 △ 10万円 △ 0.3 塩田有線放送の管理運営、広報事項の伝達などの事業

交通災害共済事業 5,232万円 6,633万円 △ 1,401万円 △ 21.1 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度
※平成22年4月から、長野県民交通災害共済組合へ移行

同和地区住宅新築資金
等貸付事業 5,586万円 6,190万円 △ 604万円 △ 9.8 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 142億9,257万円 147億2,237万円 △ 4億2,980万円 △ 2.9 0歳～74歳までの方で、自営業など他の健康保険に加入されてい
ない方のための医療保険事業

老人保健事業 1,409万円 3,846万円 △ 2,437万円 △ 63.4 高齢者（75歳以上）及び65歳以上で一定の障がいがある方への医
療費給付事業（平成20年3月以前の診療分のみ）

後期高齢者医療事業 14億7,650万円 14億5,137万円 2,513万円 1.7 高齢者（75歳以上）及び65歳以上75歳未満の一定の障がい認定を
受けている方を対象とした医療制度

介護保険事業 120億9,552万円 112億6,309万円 8億3,243万円 7.4 介護が必要となった方への保険給付事務、介護予防サービスなど
の事業

社会福祉授産事業 6,333万円 7,424万円 △ 1,091万円 △ 14.7 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援事
業　(上田・武石の2事業所)

駐車場事業 1億8,907万円 1億9,008万円 △ 101万円 △ 0.5 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業
市街地再開発事業 1億5,045万円 1億7,263万円 △ 2,218万円 △ 12.8 上田駅前ビル「パレオ」の管理事業など
武石診療所事業　　 1億5,550万円 1億5,148万円 402万円 2.7 24時間往診体制をとっている公立の診療所(内科・外科など)事業
特 別 会 計 合 計 298億3,215万円 286億2,897万円 12億  318万円 4.2
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★一般会計とは、市民の皆さんに密着した福祉や教
育、道路や公園の整備など、市政の基本となる
会計です。

　 財政課　TEL23・5113

56億6,498万円
（9.3%）

154億3,085万円
（25.4%）

39億6,383万円
（6.5%）

29億3,363万円（4.8%）
43億1,377万円
（7.1%）

112億9,309万円
（18.6%）

62億9,077万円
（10.4%）

84億8,088万円
（14.0%）

15億8,619万円（2.6%）

平成20年度
607億107万円

平成21年度
641億4,610万円
（対前年比+5.7％）

になりました

◎平成22年度特別会計予算一覧

7億4,308万円（1.3％）

67億4,242万円
（10.5％）

157億7,985万円
（24.6％）

50億8,892万円
（7.9％）

27億9,370万円（4.3％）

51億9,786万円
（8.1％）

104億9,207万円
（16.4％）

68億6,694万円
（10.7％）

87億3,793万円
（13.6％）

17億56万円（2.7％）

平成22年度
638億64万円
（対前年比△0.5％）

7億6,638万円（1.2％）

183億2,178万円
（28.7％）

41億642万円
（6.4％）

26億1,617万円（4.1％）

59億7,428万円
（9.4％）

94億3,609万円
（14.8％）

66億3,299万円
（10.4％）

84億8,483万円
（13.3％）

56億8,951万円
（8.9％）

17億7,219万円（2.8％）

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額等は一致しない場合があります。

に
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225億8,659万円
（37.2%）

117億円
（19.3%）

66億4,679万円
（11.0%）

50億1,410万円
（8.3%）

39億5,708万円（6.5%）

26億6,451万円（4.4%）

81億3,200万円
（13.3%）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

【歳出】

市 税

皆さんから納めて
いただく市民税や
固定資産税など

地 方 交 付 税

国税（所得税や法人
税など）として集め
られた財源のうち、
市に再配分される
お金（地方固有の財
源）

諸 収 入

貸付金の元利収入、
預金の利子、雑収入
など

国 庫 支 出 金

福祉援助や道路建
設など国から交付
されるお金

市 債

道路や学校などを
整備するために、国
や金融機関などか
ら借入れるお金

県 支 出 金

市が行う特定の事
業に対して県から
交付されるお金

そ の 他

保育料など特定の
サービスを受けた
方々からいただく
お金や、国や県から
一定の割合で配分
されるお金

【歳入】
平成20年度
607億107万円

◎市債の年度末現在高見込額
平成21年度末 平成22年度末

 一般会計 692億2,863万円 677億4,406万円
 特別会計 16億9,543万円 14億2,484万円
企業会計 891億1,557万円 873億5,232万円

合　　計 1,600億3,963万円 1,565億2,122万円

◎基金の年度末現在高見込額（普通会計）
平成21年度末 平成22年度末

財政調整基金 29億6,363万円 29億6,363万円
減債基金 25億5,931万円 25億5,931万円
その他特定目的基金 96億7,910万円 93億5,334万円
定額運用基金 22億5,043万円 22億5,043万円

合　　計 174億5,247万円 171億2,671万円

◎平成22年度企業会計予算一覧
企　業　会　計　名 予算額

真田有線放送電話事業
収益的支出 5,710万円

資本的支出 915万円

産院事業
収益的支出 3億6,712万円

資本的支出 6,646万円

水道事業
収益的支出 26億3,114万円

資本的支出 12億9,089万円

公共下水道事業
収益的支出 49億8,444万円

資本的支出 48億6,725万円

農業集落排水事業
収益的支出 14億 153万円

資本的支出 7億9,044万円

企　業　会　計　合　計 164億6,551万円

市債現在高（見込） 企業会計 約165億円
★企業会計とは、水道料金などの収益によって運営される独立採算
の会計です。

○収益的支出
　職員の人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に
　必要な経費
○資本的支出
　施設の整備・投資にかかる費用や借入金の償還金などの費用

○財政調整基金
　災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健
全な運営のため積み立てる基金
○減債基金
　公債費の償還を計画的に行うための基金
○定額運用基金
　土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基
金(例：土地開発基金）

平成21年度
641億4,610万円
（対前年比+5.7％）

平成22年度の一般会計予算額は、約638億円  

211億6,601万円
（33.0％）

129億3,800万円
（20.2％）

75億2,273万円
（11.7％）

73億9,640万円
（11.5％）

40億533万円（6.2％）

26億3,959万円（4.1％）

84億7,804万円
（13.3％）

平成22年度
638億64万円
（対前年比△0.5％）

196億4,217万円
（30.8％）

140億5,000万円
（22.0％）

82億6,766万円
（12.9％）

60億4,507万円
（9.5％）

58億40万円
（9.1％）

30億3,831万円（4.8％）

69億5,703万円
（10.9％）

約1,565億円

基金現在高（見込） 約171億円
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交通運輸対策事業（バス関係運行費補助金等）
　　　　　………………………………… 1億4,687万円
市営住宅改修事業（下水道接続、給湯器・浴槽設置ほか）
　　　　　………………………………… 1億3,503万円 
都市公園整備事業（信州国際音楽村周辺公園整備）
　　　　　……………………………………… 3,112万円
公共サイン設置事業…………………………… 3,000万円
住宅・建築物耐震改修促進事業……………… 1,287万円
「上田　道と川の駅」整備事業 ……………………575万円

消防費
消防団詰所整備事業…………………………… 5,520万円
消防団車両等整備更新事業…………………… 3,820万円
耐震性貯水槽新設事業………………………… 2,600万円

教育費
塩田中学校改築事業……………………… 6億6,211万円
武石小学校体育館改築事業……………… 3億6,750万円
傍陽小学校改築事業……………………… 3億6,640万円
真田図書館整備事業……………………… 3億1,962万円
丸子新図書館整備事業…………………… 1億9,196万円
学校施設耐震診断及び耐震補強事業…… 1億8,230万円
児童生徒就学援助事業………………………… 9,429万円
幼稚園就園奨励費補助………………………… 8,962万円
図書館情報ネットワーク（エコール）運営事業 4,937万円
高校通学費補助金……………………………… 1,500万円
信濃国分寺史跡発掘調査…………………………800万円
丸子公民館移転事業………………………………656万円
総合型地域スポーツクラブ運営補助……………390万円
芸術家学校派遣事業……………………………… 50万円

公債費
市債の元利償還金（一時借入金利子含まない）
　　　　　………………………………… 84億7,233万円

◆地域予算とは、地域協議会の
意見を聞きながら、地域振興
事業基金を活用し地域内分権
の推進や地域課題に対応した
地域振興施策を展開するため
の予算です。

地域予算（主なもの）
地域 事　　　業　　　名 予　算　額 費　目
共通 わがまち魅力アップ応援事業補助金 4,710万円 総務費

丸子
依水館改修事業 510万円 教育費
依田川リバーフロント市民協働事業 55万円 総務費
無形文化財後継者育成補助（丸子おねり補助） 9万円 教育費

真田
真田運動公園駐車場整備事業 540万円 教育費
真田氏歴史館企画展開催事業 437万円 商工費
真田氏発祥の郷誘客事業（電動自転車購入） 38万円 商工費

武石

武石温泉施設利用補助事業 1,065万円 民生費
武石おねり行事挙行事業負担金 150万円 総務費
無形文化財後継者育成補助（武石おねり補助） 120万円 教育費
番所ヶ原スキー場施設利用補助 77万円 商工費

稲倉棚田のほたる火まつり

中山間地域農業直接支払交付金……………… 3,086万円
地籍調査事業…………………………………… 2,709万円
森林景観保全事業……………………………… 2,100万円
遊休農地再生活用モデル事業………………… 1,420万円
農業支援センター交付金……………………… 1,296万円
県営基幹水利施設ストックマネジメント事業 1,158万円
鳥獣被害防止防護柵設置事業………………… 1,100万円

商工費
中小企業金融対策事業…………………… 51億5,717万円
商工業団体支援事業…………………………… 5,888万円
信州上田まつり実行委員会負担金…………… 2,503万円
新技術等開発事業補助金……………………… 2,000万円
池波正太郎真田太平記館
　風間完収蔵品整理データベース化事業…… 1,723万円
温泉地・スキー場地区再生モデル事業補助金 1,639万円
中心市街地活性化出店支援事業補助金…………615万円
上田真田まつり実行委員会負担金………………450万円

土木費
市道新設改良事業（上田橋中島線ほか） 11億5,430万円
交通安全施設整備事業（黒坪長島線ほか） 3億1,440万円
街路整備事業（櫓下泉平線ほか） ……… 2億1,700万円

信州国際音楽村周辺公園整備
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人口：159,790人
（平成22年2月1日現在）
　
一般会計の歳出を人口で割ると
市民一人あたり約40万円です。
主な費目を紹介すると右のように

なります。

総務費
塩田地域自治センター整備事業………… 2億3,060万円
各種選挙運営事業………………………… 1億4,676万円
指定統計等調査事業…………………………… 6,382万円
評価替標準地等鑑定委託料…………………… 6,000万円
地図情報システム整備事業…………………… 2,918万円
外国籍市民支援推進事業…………………………572万円

民生費

子ども手当支給事業……………………… 20億6,912万円
介護予防・生活支援事業………………… 1億9,275万円
放課後児童クラブ運営事業（児童クラブ・学童保育所）
　　　　　　……………………………… 1億8,692万円
児童館運営事業………………………………… 6,903万円
住宅手当緊急特別措置事業…………………… 2,030万円
認可外保育施設助成事業……………………… 1,006万円
発達相談センター事業……………………………639万円
公立保育所耐震診断………………………………550万円
民生児童委員一斉改選事業……………………… 78万円

衛生費
妊婦一般健康診査事業…………………… 1億9,614万円
一般廃棄物処理業等合理化事業…………………… 1億円

内科・小児科初期救急センター管理運営事業 5,726万円
指定袋製作配送委託料………………………… 4,424万円
資源物回収促進交付金………………………… 4,173万円
医師・助産師確保対策事業…………………… 3,844万円
女性特有のがん検診推進事業………………… 2,554万円
太陽光発電・太陽熱高度利用システム補助金 1,992万円
アレチウリ等駆除及びせせらぎクリーンアップ事業
　　　　　……………………………………… 1,924万円
平日夜間・深夜在宅当番医委託
（平日夜間初期救急患者受け入れ） ……………927万円
ごみ減量化機器等購入費補助金…………………741万円

労働費
勤労者住宅建設資金・生活資金融資預託金
　　　　　………………………………… 1億3,500万円
雇用創出奨励補助金…………………………… 4,800万円
教育訓練開催事業補助金…………………………216万円
職業訓練支援事業補助金…………………………120万円

農林水産業費
市単土地改良事業（農道整備、水路改修等）
　　　　　………………………………… 1億2,228万円
松くい虫防除対策事業…………………… 1億1,511万円

市民一人あたりでみると・・・
総務費

35,606円

民生費

114,662円

衛生費

25,699円

農林水産業費

16,373円

土木費

59,053円

消防費

11,091円

教育費

41,511円

公債費

53,100円

商工費

37,388円

※その他の費目
　＝議会費、労働費、
　　予備費の合計
　　　　　　4,796円

一般会計の主な使いみち

わがまち魅力アップ応援事業
（手塚自治会／蛍水路整備）

遊休農地解消の取り組み
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７月31日
開催！生演奏連「CLUBわっしょい」のボーカルを募集

「第39回上田わっしょい」
　真夏の市民まつり・上田わっしょい。昨年大ヒットとなったアニメ映画「サマーウォー
ズ」の中にも登場することで、今年はさらに全国から注目を集めそうです。
　毎年、テーマソングの生演奏で祭りを盛り上げる「CLUBわっしょい」では、ボーカル
を募集します。あなたもステージで上田わっしょいを一緒に歌ってみませんか。

　サーカス王国・ロシアの中でも最も人気のあるレニ
ングラード国立舞台サーカス。
　スリルと迫力の空中ブランコ、愉快で陽気なピエロ。
そして、ロシアのサーカスといえばおなじみのクマの
曲芸など、興奮と感動の２時間をお楽しみください。

「レニングラード国立舞台サーカス」がやってくる！
セレスホール・イベント情報

日　時  ８月22日㈰２回公演
　　【１回目】午前11時開演（10時30分開場）
　　【２回目】午後３時開演（２時30分開場）
場　所  丸子文化会館セレスホール
チケット  全席指定／一般2,500円
 　　　　　中学生以下1,800円
 ４月24日㈯午前10時販売開始
　丸子文化会館　TEL42・0001

定　員  男女とも各５名（高校生以上の方）
応募方法  ４月１日㈭～22日㈭に電話で。
その他  ５月から７月末までの練習（週２回から

４回程度）に参加していただきます。
　CLUBわっしょい（香山）　TEL090・2547・2878

��



NFORMATION PICK UP
情報ぴっくあっぷ

　花桃が咲く「信州余
よ
里
り
の世界中で一番きれいな２週間」をみん

なで歩いてみませんか。昨年好評だった野だてや健康指導士に
よる効率的なウォーキングの指導も予定しています。

花桃の郷ウォーク
参加者を募集

日　時  ４月25日㈰午前９時30分集合（雨天中止）
集合場所  武石体育館駐車場
コース  武石体育館から上余里までの間を往復（約９㎞）。途

中、昼食をはさんで午後２時30分ごろ帰着の予定。
対　象  どなたでも参加可。ただし、小学生以下は必ず保護

者と一緒に参加してください。
参加料  無料
持ち物  弁当、飲み物、ビニールシートなど。
申し込み  不要。直接、集合場所へお出かけください。
※開花の時期と合わない場合もありますが、ご了承願います。
　武石公民館　TEL85・2030

　紅白の花桃が咲き乱れる現代の桃源郷「余
里一里花桃の里」で、ノルディックウォーキ
ングを体験してみませんか。信州上田ノル
ディックウォーキング協会との共催で行いま
す。

第５回たけしノルディックウォーキング大会
in余里一里花桃の里

日　時  ４月29日（木・祝）午前９時30分集合（雨
天中止）

集合場所  武石体育館駐車場
コース  武石体育館から上余里までの間を往復

（約８㎞）。途中、昼食をはさんで午後
２時ごろ帰着の予定。

対　象  どなたでも参加可。ただし、小学生以
下は必ず保護者と一緒に参加してくだ
さい。

参加料  一人500円（ストックのレンタルは、先着50名で別
途500円必要）

持ち物  ウォーキング専用ストック、弁当、飲み物など
申し込み  武石観光協会事務局にある申込書に必要事項を記

入し、４月19日㈪までに同事務局へ。FAX、電話
でも可。申込書は武石観光協会ホームページから
もダウンロードできます。

　武石観光協会事務局（ 産業観光課内）
　　TEL85・2828　FAX85・2313

��
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お
知
ら
せ

４
月
か
ら
真
田
公
民
館
が

「
真
田
中
央
公
民
館
」に

　

４
月
１
日
か
ら
、
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る「
真
田
公
民
館
」の
名
称

を
、「
真
田
中
央
公
民
館
」に
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
真
田
自
治
会
分
館
施
設
の
名
称

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り「
真
田
公
民
館
」で

す
。

　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

上
田
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
教
育

活
動
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
４
月
に

学
校
か
ら
配
布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
就
学
し
て
い
る
学
校
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
委

員
会
で
申
請
世
帯
の
所
得
な
ど
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
民
生
児
童

委
員
に
よ
る
聞
き
取
り
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

　
　

学
校
教
育
課　

TEL
42
・
１
０
４
４

　
　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

武
石
地
域
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

意
欲
あ
る
事
業
者
を
支
援

平
成
22
年
度
助
成
事
業

　

上
田
市
で
は
、
意
欲
あ
る
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
助
成
事
業
の

応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
応
募
期
限　

平
成
22
年
12
月
１
日
㈬
午

後
５
時
厳
守

●
助
成
事
業

　

事業名 新技術等開発事業 新産業創出グループ
支援事業

対 象 者 市内の中小企業者
３以上の事業者で構
成するグループ（中小
企業者を主とする）

対象事業 新技術・事業、
新商品の開発など

新商品開発、販路開
拓などに関する共同
で行う調査研究など

助 成 率 ２分の１以内 ２分の１以内
限 度 額 300万円 50万円

　 商工課　TEL23･5395

年
金
所
得
に
か
か
る

市
・
県
民
税
の
徴
収
方
法

　

平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
65

歳
未
満
の
方
の
公
的
年
金
等
所
得
に
か
か

る
市
・
県
民
税
は
、
給
与
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
４
月
30
日
㈮
ま
で
に
税
務
課

に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
現
金
納
付
）に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
年
金
以
外
の
所
得
分

の
市
・
県
民
税
が
特
別
徴
収
で
な
い
方
は
、

今
ま
で
ど
お
り
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
の

で
申
し
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
年
金
所
得

に
か
か
る
市
・
県
民
税
の
徴
収
方
法
は
変

更
で
き
ず
、
今
ま
で
ど
お
り
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

身
体
障
が
い
者
の
方
に

住
宅
改
修
費
の
一
部
を
補
助

　

浴
室
、
台
所
、
洗
面
所
、
玄
関
、
階
段

な
ど
の
整
備
で
、
障
が
い
者
の
方
が
常
時

使
用
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

市
内
在
住
で
、
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
の

機
能
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の

方
。
前
年
の
所
得
税
額
が
８
万
円
以
下

の
世
帯
に
属
す
る
方
。
過
去
に
住
宅
改

修
費
の
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
方
。

市
税
等
に
滞
納
が
な
い
方
。

●
補
助
対
象
額　

最
高
70
万
円（
う
ち
自

己
負
担
額
１
割
）。
希
望
の
件
数
が
多

い
場
合
、
よ
り
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

必
要
性
の
高
い
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　

４
月
30
日
㈮

　

用
意
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
福
祉
課
、
ま
た
は
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

　

全
芝
３
コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
の
塩
田
の
郷さ
と

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
、
４
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
11
月
30
日
ま
で
無
休

今
月
の
表
紙

　上田文化会館で３月７日、「上田
真田歌舞伎」の公演がありました。
市民有志らでつくる「上田古典芸
能を復活する会」が主催したもの
で、13年ぶりの上演。素人とは思
えないその演技に、満員の会場か
ら喝
かっさい

采が送られていました。
　かつては市民の娯楽として親し
まれてきたこの素人歌舞伎も、最
近は人手不足などで開催が途絶え
ていましたが、上田の民衆文化を
次代に残そうと昨年、出演経験の
あるメンバーを中心に復活する会
を結成。新会員も加わり、この日
の復活公演となりました。

伝統の地芝居が13年ぶりに復活

��
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

で
営
業
し
ま
す
。
大
会
予
約
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
料
金　

一
般
５
０
０
円
、
小
中
学
生

２
０
０
円
、
未
就
学
児
は
無
料
。
通
年

券
１
万
５
０
０
０
円

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
利
用

◇
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

　

４
月
10
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

●
営
業
日
時　

４
月
10
日
〜
10
月
11
日
の

土
日
・
祝
日（
７
月
24
日
㈯
〜
８
月
22

日
㈰
は
毎
日
営
業
）午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●
料
金　

１
周
１
０
０
円
、
11
周
券
１
０

　

０
０
円

◇
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
利
用

　

事
前
に
管
理
事
務
所
窓
口
で
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
必
ず｢

許
可
証｣

を
受
け

取
っ
て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
森
管
理
事
務
所

　
　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
）

　
　

TEL
27
・
９
３
９
６

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

上
田
市
で
は
、
お
子
さ
ん
が
初
め
て
出

会
う
の
に
お
薦
め
の
絵
本
を
無
料
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
、
絵
本
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　

４
か
月
健
診（
武
石
地
域
は
７

か
月
健
診
）対
象
の
お
子
さ
ん

●
差
し
上
げ
る
絵
本　
「
お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
」「
く
っ
つ
い
た
」「
お
さ
じ
さ

ん
」「
ぶ
ー
ぶ
ー
じ
ど
う
し
ゃ
」「
た
ま
ご

の
あ
か
ち
ゃ
ん
」の
中
か
ら
２
冊
。

●
申
し
込
み　

不
要
。
健
診
時
に
各
健
診

会
場
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

催
し

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

「
春は
る

咲さ
き

演え
ん

舞ぶ

」

　

劇
団
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ　

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｚ　

セ

カ
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
主
催
の
、笑
い
あ
り
、

マ
ジ
ッ
ク
あ
り
の
舞
台
。
コ
ミ
カ
ル
な
演

技
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
25
日
㈰
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

＜広告欄＞

お知らせ

定期健診を受けましょう
妊婦健診の公費負担を拡大
　４月１日から「妊婦一般健康診査受診票（補
助券）」の様式の変更と、超音波検診の４回分
の補助を実施します。
◇４月１日以降に届出をする妊婦の方
　基本健診補助券14枚、初回検査及び血液検
査補助券５枚、超音波検診補助券４枚を交
付します。ただし、妊娠届出時の週数に応
じた枚数となります。

◇すでに妊娠届出済みの方（出産予定日が４
月２日以降の妊婦で現在妊娠継続中の方）

　４月１日以降の定期妊婦健診時に使用する
受診票の様式変更と、出産時期により超音
波検診の補助券を交付します。該当者には
通知済みです。

●交付日時　４月１日㈭～20日㈫午前９時～
午後５時（土日を除く）

●交付場所　市役所南庁舎６階太郎の間、丸
子保健センター・真田保健セン
ター・武石健康センターの母子
健康手帳発行窓口

●持ち物　郵送された差し替え申込書（氏名
を記入）、未使用の受診票、母子
健康手帳

◇里帰りなどで差し替えができない場合
　現在の受診票でも受診は可能ですが、基本
健診のみとなります。血液検査など補助の
対象となる検査もありますので、詳しくは
お問い合わせください。

　なお、これらの妊婦一般健康診査受診票は
定期の妊婦健診を補助するものであり、医師
が必要とする定期以外の妊婦健診や検査につ
いては自己負担となります。
　 健康推進課　TEL23･8244

��
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こ
ど
も
の
日

「
す
も
う
大
会
」

●
日
時　

５
月
５
日（
水
・
祝
）午
前
９
時

か
ら
受
付
開
始

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
相
撲
場（
陸
上

競
技
場
西
側
）

●
対
象　

市
内
の
幼
児
、
小
学
生

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
体
育
課
、
ま
た
は
丸

子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域
教

育
事
務
所
へ
。

　

当
日
会
場
で
の
飛
入
り
受
け
付
け
も
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
へ

の
氏
名
掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

　
　
　
　
　
　
　

FAX
23
・
６
３
６
８

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
イ
ベ
ン
ト

「
宝
の
山
市
」

●
日
時　

４
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
上
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
）

●
内
容　

手
作
り
品
や
、
布
地
・
不
用
品

の
バ
ザ
ー（
掘
り
出
し
物
あ
り
）。
抽
選

で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス　

TEL
23
・
５
１
４
４

お
は
な
し
と
本
の
会

●
日
時
／
場
所

・
４
月
10
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
／
上
田

図
書
館

・
４
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
（
未
就

園
児
対
象
）、
午
前
11
時
〜（
幼
児
・
児

童
対
象
、
０
歳
の
お
子
さ
ん
か
ら
参
加

可
）
／
上
田
図
書
館
創
造
館
分
室

●
内
容　
「
お
は
な
し
ざ
し
き
わ
ら
し
の

会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
話
や
わ
ら
べ

う
た
な
ど
。

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

企
画
展「
上
田
地
方
の

古
代
・
中
世
・
近
世
文
化
Ⅱ
」

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
の
企
画
展「
上
田

地
方
の
古
代
・
中
世
・
近
世
文
化
Ⅱ

－

最

近
の
調
査
成
果
か
ら

－

」を
開
催
し
ま
す
。

　

最
近
の
発
掘
調
査
で
市
内
か
ら
出
土
し

た
土
器
・
須す

恵え

器き

・
灰か
い

釉ゆ
う

陶
器
・
陶
磁
器
・

ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
主
な

展
示
品
の
出
土
遺
跡
は
、
国
分
の
信
濃
国

＜広告欄＞

お知らせ

丸子公民館が
旧丸子文化センターに移転

　施設使用の利便を図るため、これまで、丸子
文化会館内にあった丸子公民館を、旧丸子文化
センターに移転します。これに伴い、住所とＦ
ＡＸ番号が変更となります。
　なお、丸子文化センターは３月31日をもって
廃止されました。
●移転日　４月３日㈯・４日㈰を予定。通常業

務開始は、４月５日㈪の予定。
●移転先　上丸子1592番地２（旧丸子文化セン

ター）／ FAX42･0303
●施設使用の申し込み　５月６日㈭午前９時以
降に、５～７月までの使用分から受け付けを
開始します。
※今後の申し込みは、使用したい月の２か月前
の月初め（土日・祝日は除く）から受け付けま
す。詳しくは、丸子公民館へお問い合わせく
ださい。
　丸子公民館　TEL42･3147
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センター

分
寺
跡
、
大
手
の
上
田
藩
主
居
館
跡
や
遺

物
の
再
整
理
に
よ
り
土
器
が
復
元
さ
れ
た

武
石
地
域
の
岩
ノ
口
遺
跡
、
真
田
地
域
の

四
日
市
遺
跡
な
ど
で
す
。

●
日
時　

５
月
16
日
㈰
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時（
休
館
／
毎
週
水
曜

日
と
４
月
30
日
・
５
月
６
日
。
５
月
５

日
は
開
館
し
ま
す
）

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
展
示
室
内

●
入
館
料　

一
般
２
５
０
円（
市
内
の
小
・

中
学
生
、
高
校
生
は
無
料
）

●
展
示
説
明
会　

４
月
25
日
㈰
午
前
10
時

と
午
後
２
時（
要
入
館
料
）

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

疾
走
す
る
フ
ァ
イ
バ
ー
展

「
繊
維
学
部
資
料
館
」開
館

　

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
は
、
創
立

１
０
０
周
年
関
連
行
事
と
し
て
、
繊
維
の

未
来
形
を
指
し
示
す「
疾
走
す
る
フ
ァ
イ

バ
ー
展
」の
展
示
と
上
田
蚕
糸
専
門
学
校

以
来
の
歴
史
を
語
る「
繊
維
学
部
資
料
館
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て

式
典
を
開
催
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

◇
記
念
式
典

●
日
時　

４
月
24
日
㈯
午
後
３
時
〜
５
時

30
分

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部（
駐
車
場

が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

●
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、

記
念
講
演
、
展
示
見
学
会

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
信
州
大
学
繊
維
学

部
へ（
当
日
参
加
も
可
）。

◇
展
示

　

記
念
式
典
後
の
一
般
公
開（
４
月
25
日

㈰
〜
30
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

は
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部
図
書
館（
岩
波
）

　
　

TEL
21
・
５
３
１
３

＜広告欄＞

お知らせ

上田市スポーツ教室受講者を募集
●対象　学生を除く市内在住、在勤の方
●申し込み　４月８日㈭～５月６日㈭に直接、

体育課または城跡公園体育館、自
然運動公園体育館、丸子総合体育
館、真田・武石地域教育事務所へ。

●教室（回数／全教室とも10回）

教室名 曜日 開始日 時間 定員
（人）

受講料
（円） 会　場

女性ソフトテニス 火 5月11日 ９：30 ～ 11：30 20 3,000 東テニスコート

弓道 火 5月11日 ９：30 ～ 11：00
19：00 ～ 20：30 各30 3,000 弓道場

少林寺拳法
（護身術） 月 5月17日 19：00 ～ 20：30 20 2,000 剣道場

バドミントン 火 5月18日 18：30 ～ 20：30 40 3,000 体育館
やさしい筋力アッ
プ・貯筋運動 金 5月21日 10：00 ～ 11：30 30 3,000 剣道場

ラージボール卓球 金 5月21日 19：30 ～ 21：00 30 3,000 第二体育館
初心者卓球 土 5月29日 ９：30 ～ 11：00 20 3,000 第二体育館

　 体育課　TEL23･6372

※会場はすべて上田城跡公園内

��
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Information A La Carte情報あ･ら･かると

信
州
国
際
音
楽
村

ハ
ー
モ
ニ
ー
文
化
祭
２
０
１
０

　

上
田
地
域
で
音
楽
・
文
化
活
動
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
、
日
ご
ろ
の
活
動
発
表
と

相
互
交
流
の
場
と
な
る
手
作
り
文
化
祭
で

す
。
初
心
者
を
対
象
と
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
」卒

業
生
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。
活
動
の
成
熟

度
や
年
齢
・
性
別
等
を
超
え
て
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

あ
わ
せ
て
６
月
開
講
予
定
の
、
新
年
度

ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
募
集
も
開

始
予
定
で
す
。

●
期
日　

４
月
20
日
㈫
〜
24
日
㈯

●
内
容　

展
示
／
期
間
中
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
コ
ン
サ
ー
ト
／
４
月
24
日

㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
ホ
ー
ル
こ
だ

ま
及
び
研
修
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料　

無
料

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

塩
田
平
札
所
め
ぐ
り

　

春
の
塩
田
平
を
の
ん
び
り
と
た
ど
り
な

が
ら
、
昔
な
が
ら
の
習
俗
を
体
験
し
、
地

域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、
別
所

温
泉
共
同
浴
場
の
入
浴
券
を
進
呈
し
ま
す

（
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
）。

●
期
日
／
コ
ー
ス

①
４
月
18
日
㈰
／
西
塩
田
・
別
所
コ
ー
ス

②
４
月
29
日（
木
・
祝
）／
中
塩
田
コ
ー
ス

③
５
月
１
日
㈯
／
東
塩
田
コ
ー
ス

●
集
合
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
８
時

●
参
加
費　

各
コ
ー
ス
２
０
０
円（
札
所

で
の
朱
印
は
寺
院
ご
と
２
０
０
円
別
途

必
要
。
朱
印
帖ち
ょ
う

、
朱
印
軸
は
あ
ら
か
じ

め
購
入
の
こ
と
）

●
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
各
主
催
寺

院
へ
。

　

①
安
楽
寺　

TEL
38
・
２
０
６
２

　
　

②
龍
光
院　

TEL
38
・
２
５
６
１

　
　

③
長
福
寺　

TEL
38
・
３
０
２
９

講
座
・
教
室

種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り

講
習
会
・
種
ま
き
実
技
編

●
日
時　

５
月
７
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
や
ぐ
ら
下
芝
生

広
場

●
内
容　

春
ま
き
の
花
の
育
て
方
、
種
ま

き
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

●
講
師　

武
田
正
男
氏（
上
田
市
農
業
バ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
）

●
持
ち
物　

鉢
・
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
の
容

器
、
土（
市
販
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
ま

た
は
培
養
土
）、
種（
お
好
き
な
種
を
持

参
す
る
か
、「
花
の
種
銀
行
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い
）。

●
申
し
込
み　

４
月
30
日
㈮
ま
で
に
公
園

緑
地
課
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

子
育
て
応
援
講
座

「
お
節
句
の
お
祝
い
膳
」

　

子
ど
も
の
日
の
お
祝
い
膳ぜ
ん

を
料
理
し
ま

す
。
託
児
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
22
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
料
理
研
究
家
）

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

８
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
申
し
込
み　

４
月
７
日
㈬
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

長
野
病
院

第
47
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

４
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
研
修
棟
３
階
講
堂

●
講
演　

が
ん
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ
る

「
緩
和
ケ
ア
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

22
年
度
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
受
講
生
を
募
集

　

親
子
で
楽
し
む
水
泳
か
ら
、
成
人
水
泳

ま
で
、
各
教
室
が
４
月
開
講
し
ま
す
。
初

回
の
み
無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

●
受
講
料　

各
教
室
と
も
１
期
５
０
０
０

＜広告欄＞
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KINDERGARTEN　INTRODUCTION

〜
６
０
０
０
円（
年
４
期
制
・
３
か
月

単
位
）

●
年
度
会
費　

大
人
２
６
０
０
円
、
子
ど

も
２
１
０
０
円
、
ベ
ビ
ー
マ
マ･

親
子

講
座
参
加
者
３
７
０
０
円（
入
会
時
の

み
・
保
険
料
込
み
。
入
館
料
別
途
必
要
）

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

●
日
時　

５
月
20
日
㈭
・
21
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
対
象　

防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
方

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

●
受
講
料　

会
員
３
５
０
０
円
、
非
会
員

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
19
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
上
田
広
域
消
防
本
部
予
防
課
ま
た

は
東
御
・
丸
子
・
真
田
・
依
田
窪
南
部

の
各
消
防
署
へ
。

　

上
田
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

　かつて生糸の町として全国に名をはせ
た「丸子」。その当時の面影を残す上丸子
商店街から100mほど東側に入った小高
い丘に、わかくさ幼稚園があります。昭
和48年にこの地に移転、開設されまし
た。「懐かしいです」と親子２代にわたっ
て通園する方も多く、当時の名残をとど
める園舎は、地域の皆さんと一緒に歩ん
できた歴史を感じさせています。
　丸子中央小学校と丸子金子図書館に隣
接している立地条件を生かして、一年生
との交流や図書館利用が、園児の豊かな
心を育

はぐく

んでいます。
　元気いっぱいの子どもたちは、散歩が
大好きです。少し足を延ばせば、四季折々
の自然を感じさせる場所が散在していま
す。坂道が多いので、登ったり降りたり
して、自然と足腰も強くなります。中で
も子どもたちみんなのお気に入りは、上
丸子商店街をめぐる街中散歩です。細い

わき道がいくつもあって、さながら迷路
のよう。「くんくんいいにおい」、焼きた
てのパンのにおい発見！「みんなこっち
向いているよ、おもしろいね」、魚屋さ
んの水槽で大きな鯉

こい

発見！ケーキ屋さん
の前では足取りもゆっくりに。「ガンダ
ムだ！」、がん具屋さんのガラスケース
から離れられなくなって…。街角のお地
蔵さんに手を合わせ、足元の小さなすみ
れの花に感動し、ありの行列に釘

くぎ

づけに
なったり。
　「行ってきまーす」と元気な声が響き、
探検隊が出発。今日はどんな発見が待っ
ているのかな？子どもたちの飽くなき探

検が広がります。

ワクワク！ドキドキ！
今日も探検隊出発！

わかくさ幼稚園

魚屋にて･･･
「さんま食べたいね」
「おいしいよね」

明治時代の卒業記念の桜の木の下で

＜広告欄＞
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募
集

22
年
度
文
化
支
援
事
業

二
次
募
集
を
開
始

　

上
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画

開
催
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
、
展
覧
会

な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
る

と
、
経
費
の
一
部
助
成
や
、
周
知
の
協
力

な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
、
９
月
以
降
開
催
の
事
業
を
対

象
に
、
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
事
業　

平
成
22
年
９
月
１
日
〜
23

年
３
月
31
日
に
市
内
で
開
催
予
定
の
、

プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
招
い
て

行
う
鑑
賞
事
業
。

●
応
募
方
法　

文
化
振
興
課
、
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
に
あ
る
、

所
定
の
応
募
用
紙
で
４
月
30
日
㈮
ま
で

に
文
化
振
興
課
へ（
郵
送
可
、
必
着
）。

上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員
を
募
集

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
保
育
士
資

格
か
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
持
ち
、
平
成

22
年
４
月
１
日
現
在
60
歳
以
下
の
方
。

●
任
用
期
間　

６
月
１
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
職
務
内
容　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
・
助
言
、

親
子
ひ
ろ
ば
で
の
利
用
者
同
士
の
か
か

わ
り
へ
の
支
援
な
ど
。

●
勤
務
条
件
・
賃
金　

１
日
６
時
間
勤
務

を
基
本
と
し
、週
30
時
間
の
範
囲
内
で
、

勤
務
時
間
を
割
り
振
り
ま
す（
土
日
、

祝
日
も
勤
務
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
）。
社
会
保
険
加
入
。
賃
金
は

上
田
市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱
に
よ
り

支
給
。

●
勤
務
場
所　

市
内
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
募
集
方
法　

４
月
20
日
㈫
ま
で
に
履
歴

書
を
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
へ
持
参

（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ

り
決
定
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
を
募
集

◇
母
と
子
の
部

●
対
象　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
22
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
３
歳
児
健
診
を
受

け
た
、
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
が
な
く
健

康
な
歯
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
。

●
応
募
方
法　

４
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話

　

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

◇
高
齢
者
の
部

●
対
象　

平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
80
歳

以
上
で
、
20
本
以
上
自
身
の
歯
が
あ

り
、
お
口
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

る
方
。

●
応
募
方
法　

５
月
14
日
㈮
ま
で
に
最
寄

り
の
歯
科
医
院
か
長
野
県
歯
科
医
師
会

へ
。

　

長
野
県
歯
科
医
師
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
７
・
５
７
１
１

◇
障
害
者
施
設
の
部

●
対
象　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
歯
科
健
診
や

歯
科
保
健
活
動
を
行
っ
た
施
設
。

●
応
募
方
法　

５
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
長
野
県
健
康
福
祉
部
障
害
者
支
援

課
へ
。

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
障
害
者
支
援
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
１
４
９

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

各
種
教
室
の
参
加
者
を
募
集

　

ヨ
ガ
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
を
始
め

健
康
志
向
の
教
室
や
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や

英
会
話
教
室
・
テ
ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー
教
室

な
ど
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
参
加

が
で
き
る
21
種
目
の
教
室
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
教
室
内
容
・
参
加
費
な
ど
、

詳
し
く
は
、
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。
ク
ラ
ブ
会
員
も
随
時
受
付
中
！

　

さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
真
田
体
育
館
内
）

　
　

TEL
72
・
２
６
５
７（
火
曜
定
休
）

＜広告欄＞
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５
月
下
旬
、
豊ほ
う

殿で
ん

地
区
で
は
幹
線
道
路
の
わ
き
な
ど
に〝
あ
や
め
〞

の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
自
治
会
連
合
会
が
中
心
と
な
り
、「
あ
や
め

の
里
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
」を
組
織
し
、
道
路
の
路
肩
な
ど
に

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
を
植
え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
イ
リ
ス
は
多
湿
、
風
に
弱
く
、
浅
植
え
で
根
の
張
り

方
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
法の
り

面め
ん

に
は
不
向
き
で
し
た
。
ま
た
、
土
の

入
れ
替
え
や
株
分
け
を
し
な
い
と
う
ま
く
育
た
ず
、
枯
れ
て
い
る
場

所
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
目
が
向
け
ら
れ
た
の
が
あ
や
め
だ
っ
た
の
で
す
。
塩
田

か
ら
株
分
け
さ
れ
た
あ
や
め
が
、
地
区
内
の
お
宅
で
き
れ
い
に
咲
い

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

実
行
委
員
会
副
会
長
の
柴
崎
義
和
さ
ん（
下
の
写
真
右
）は
、「
あ

や
め
を
植
え
て

豊
殿
を
に
ぎ
や

か
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
自

治
会
連
合
会
で

も
、
花
の
時
期
に
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
」。

　
「
あ
や
め
の
里
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
は
今
年
、
５
月

22
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
豊
殿
小
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
、
と
ん

汁
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

学
校
と
の
一
体
感
も
出

て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
」

と
豊
殿
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長
の
成
澤
晴
夫
さ
ん（
下
の
写
真
左
）

は
話
し
ま
す
。

　

あ
や
め
は
根
が
し
っ
か
り
張
る
も
の
の
、
周
囲
の
草
刈
り
や
株
分

け
が
必
要
な
の
は
ア
イ
リ
ス
と
同
じ
。「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援

事
業
を
き
っ
か
け
に
、
各
自
治
会
へ
手
入
れ
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
五さ
み
だ
れ

月
雨
に
咲
く
き
れ
い
な
花
で
す
。
今
年
は
、
か
な
り
い
い

花
を
つ
け
る
と
思
い
ま
す
よ
」と
柴
崎
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
や
め
を
植
え
て
豊
殿
を
に
ぎ
や
か
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

豊殿地区自治会連合会

あやめの里づくり事業は平成
20年度に、わがまち魅力アッ
プ応援事業（個性あるふるさと
づくり事業）の採択を受け、21
年度までの2年間行われてきま
した。補助金は、土の入れ替え
や苗の育成、補植などに活用さ
れ、平成21年度には約2,000本
の苗が配られました。2年がか
りで、地区内の全自治会へ苗が
配布されたといいます。また、
苗は小学校や地元の企業などへ
も配布されました。今後は、地
元で活動を継続し、自治会連合
会の経費で、手入れを行ってい
く計画です。

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）へ。

成な
る

澤さ
わ

晴は
る

夫お

さ
ん　

柴し
ば

崎ざ
き

義よ
し

和か
ず

さ
ん

＜広告欄＞
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四
ツ
葉
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ケ
ッ
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　今年は、７年に一度の御柱祭の年。武
石地域では、４月11日に開催される子

こ

檀
まゆみ

嶺
ね

神社御柱大祭に向け、準備が進んで
います。
　御柱祭を盛り上げる「おねり行列」の中
心的な役割を担う「奴

やっこ

」と呼ばれる12人
の配役が決まり、歴代の奴が師匠となっ
て毎晩遅くまで練習しています。息の
合った動作や威勢のいい掛け声を繰り返
し練習するうちに、大粒の汗を流し、表
情も険しくなっていきます。それでも奴
役の人たちは、伝統を受け継ぎ未来へ引
き継ぐため、黙々と練習に励みます。
　また、子どもたちも学校が終わったあ

子
檀
嶺
神
社
御
柱
大
祭
・
お
ね
り
行
列

本
番
間
近
！
黙
々
と
練
習
に
励
む

九度山から真田にそば打ち修行

紀州真田そば誕生

　
「
ゆ
き
む
ら
夢

工
房
」に
姉
妹
都

市
の
和
歌
山
県
九

度
山
町
か
ら
、
そ

ば
職
人
を
目
指
す

６
人
が
そ
ば
打
ち

研
修
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
九
度

山
町
の
特
産
品
づ

く
り
事
業
に「
さ

な
だ
の
郷
振
興

公
社
」が
協
力
し

行
っ
て
い
る
も
の

で
、
公
社
の
職
員

ら
が
、
昨
年
の
夏

以
来
継
続
し
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
５
回
目
と
な
っ
た
研
修
に
す
べ
て
参
加
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
の
小
澤
脩の
ぶ

郎お

さ
ん
は
、「
気
温
・
湿
度
に
左
右

さ
れ
、
水
回
し
か
ら
す
べ
て
が
難
し
い
。
慣
れ
て
く
る
と

自
己
流
が
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
注
意
し
て
い
ま
す
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

九
度
山
町
役
場
で
毎
日
昼
食

時
に
60
食
を
打
ち
、
腕
を
磨

い
て
い
る
の
だ
と
か
。
そ
し

て
、
九
度
山
町
に
あ
る
昌
幸

公
、
幸
村
公
が
閑か
ん

居き
ょ

し
た
屋

敷
跡
に
建
つ
真
田
庵（
善ぜ
ん

名め
い

称し
ょ
う

院い
ん

）の
隣
に
、こ
の
秋
オ
ー

プ
ン
予
定
の
店
で「
紀
州
真

田
そ
ば
」と
し
て
売
り
出
す

そ
う
で
す
。

　

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
で
は
個

人
や
小
グ
ル
ー
プ
の
そ
ば
打

ち
体
験
は
も
ち
ろ
ん
、
学
級

親
子
レ
ク
や
分
館
行
事
な
ど

の
団
体
も
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

とに、笛や太鼓、小長
なぎ

刀
なた

などをがんばって練習しています。
かわいさの中にも勇ましさを感じる立ち振る舞いは頼もし
い限りです。
　お祭りは、11日午前８時から武石公民館前で配役紹介
が行われ、９時からおねり行列、正午を過ぎたころに御柱
曳
ひ

きが始まります。神社境内に御柱が建立されるのは午後
３時ごろの予定です。皆さんのお越しをお待ちしています。
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丸
子
地
域
の
西
内

小
学
校
で
は
、
学
校

に
あ
る
登
り
窯が
ま

を
拠

点
に
地
域
ぐ
る
み
で

陶
芸
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。毎
年
、

児
童
と
地
域
の
焼
き

物
ク
ラ
ブ
の
方
が
、

花
瓶び
ん

な
ど
の
陶
芸
作

品
を
制
作
し
ま
す
。

ま
た
、
６
年
生
は
卒

業
記
念
作
品
を
作
り

ま
す
。

　

西
内
小
学
校
の
登

り
窯
は
、
小
学
校
の

西
側
斜
面
に
造
ら
れ

た
階
段
状
の
陶
磁
器

を
焼
く
窯
で
す
。
登

り
窯
で
焼
き
物
を
焼

く
に
は
、
薪ま
き

割
り
、

窯
焚た

き
な
ど
の
作
業
を
小
学
校
の
先
生
、
地
域
の
方
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。
２
晩
50
時
間
、
窯
の
温
度

を
１
３
０
０
度
に
し
て
焚
き
続
け

ま
す
。
焼
き
物
を
窯
か
ら
出
し
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

　

２
月
26
日
か
ら
28
日
に
は
、
西

内
・
平
井
地
域
未
来
づ
く
り
委
員

会
が
主
催
で「
西
内
小
学
校
・
地

域
活
動
展
」を
丸
子
文
化
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
採
択
を
受
け

た
活
動
で
、
陶
芸
作
品
、
地
域
住

民
の
木
彫
作
品
な
ど
の
展
示
の
ほ

か
、
西
内
小
学
校
金
管
バ
ン
ト
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映
。
約
１
５
０
人
の

見
学
者
が
訪
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の

子
ど
も
育
成
支
援
活
動
が
広
く
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　３月８日、泉田保育園・小泉保育園を統合し、子育て支援センター
を併設する新しい保育園建設の安全祈願祭が、関係者参列のもと第一
学校給食センター南側の建設地で行われました。
　両園は、いずれも建築後50年近く経過し、老朽化が著しく、早急
な整備が求められていました。また、定員60人に対し、平成21年４
月当初の園児数が泉田41人、小泉は22人と定員に満たない状況にあ
ります。全国的に３歳未満児の入所希望が増加傾向にある中で、乳児
（０歳児）保育、一時保育などの特別保育を実施していませんでした。
　統合園は、定員を90人規模とし、保護者の保育ニーズに応じて、
乳児保育や延長保育、一時保育などを実施するとともに、市内７か所
目となる子育て支援センターを併設し、地域の子育て支援の中核施設
として、保育サービスと子育て支援の充実を図ります。
　来春には、元気な子どもたちの声が、新しい保育園に響くことにな
ります。平成23年４月、開園の予定です。

西内小学校・地域活動展

地域ぐるみの子ども育成支援活動

泉
田
・
小
泉
統
合
保
育
園
安
全
祈
願
祭

保
育
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
の
充
実
を
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広報うえだの音声版を作成し、視覚障害者の方に届けている音訳
ボランティアグループ「音の散歩道」。うえだ市議会だよりは、丸
子の「お話を楽しむ会」が音訳を行っています。
上田市社会福祉協議会のもとで、長

なが

張
はり

千
ち

代
よ

子
こ

さんを代表に13人の
スタッフが３班に分かれ音訳を行ってきた音の散歩道では、ペー
ジごとに担当を設け、90分のカセットテープに録音してきました。
それがこの４月１日号から、シナノケンシ㈱のプレクストーク録
音編集ソフトとパソコン、マイクを使い、D

デ イ ジ ー

AISY化が可能となっ
たのです。DAISYとはデジタル録音図書のことで、テープのよう
に録音時間を気にすることなく収録することができます。
また、ページ順どおりに録音する必要がなく、
自宅で録音したものを後から結合することが
できるといったメリットがあります。利用者
も、聞きたいページを選んで聞くことができ
るようになります。
音の散歩道の方は、「内容も増えますし、巻き
戻しや早送りなどしなくてもよくなります。将
来は、お年寄りの方も利用できるようになる
といいですね」と期待を込めながら話していま
した。

広報うえだ 今号からDAISY化に
提供／音の散歩道

し
き
お
り
お
り
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